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　68年前の夏、広島・長崎に原爆が投下されました。そして2年前の3月11日には、東京電力福島原子力発電所の事故が
起きました。現実として、私たちは被曝と向き合う暮らしを強いられています。
　被爆地「ひろしま」の人だからこそ語ることのできる平和の大切さがあります。40年以上続いているこのプログラムに、
今年はぜひあなたが参加してください!

「日韓ユース・カンファレンス」は、日韓の若者が両
国に共通する問題をフィールドワークやディスカッ
ションを通して共に考え・学ぶ国際プログラムです。
今年は、8月下
旬に「原発」を
テーマに韓国で
開催します。

■日　　時： 2013年 8月7日（水）12：30 ～9日（金）12：00 　＊オプション参加の場合、8月10日（土）9：00解散
■会　　場： 広島市文化交流会館
■スケジュール

8月7日（水） 12:30／ 現地集合　→　開会　→　広島市平和記念資料館見学　→　交流会
8月8日（木） フィールドワーク　→　被爆証言を聞く　→　基調講演・一般公開プログラム
8月9日（金） ワークショップ　→　閉会　→　12:00／ 現地解散　→　オプション／①宮島へ　②岩国へ
8月10日（土） チェックアウト　→　9:00／解散

■対　　象： 中学生以上、このプログラムに関心のある方どなたでも。　　■定　員：85名（定員になり次第締め切ります）

■参 加 費： ●中学・高校生 2泊3日　22,000円／オプション参加　3泊4日　30,000円  
 ● 大学生・大学院生 2泊3日　23,500円／オプション参加　3泊4日　33,500円  
 ● 一般 2泊3日　26,500円／オプション参加　3泊4日　37,000円  
 注１） 費用には、プログラム費・宿泊費・食費・フィールドワーク交通費・保険料が含まれます。
 注2） 留学生参加費補助制度があります。詳細は日本YWCAまでお問い合わせ下さい。
 注3） 参加費のうち5,000円は申込金となります。  

■申込方法： 申込書をFAX・郵送またはメールで日本YWCAまでお送りください。費用は全額一括で、郵便振替でお振込ください。
 郵便振替番号：00170-7-23723　　公益財団法人日本ＹＷＣＡ 　※振込通信欄に「ひろしまを考える旅」と記入してください。

■申し込み締め切り：2013年7月10  日（水）
■キャンセルについて：

7月31日（水）まで／申込金（￥5,000）を除いた参加費を返金。8月1日（木）以後／返金できません。
■ボランティアリーダー募集中！：

中学生・高校生参加者のサポートや、
プログラム運営をお手伝いいただきます。
資格：30歳以下の方。
募集人数：5名（先着順）
特典：参加費10,000円を補助いたします。

■一般公開プログラム：  基調講演「映像で訴える“ヒロシマの真実”～次世代へのメッセージ～」
■講　　師：田辺雅章さん（映画『爆心地～ヒロシマの記録～』製作、株式会社ナック映像センター代表取締役） 参加費無料。ぜひお越しください。

■お問合せ・申込書送付先：
公益財団法人日本ＹＷＣＡ（担当：萩尾）
〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台1-8-11東京ＹＷＣＡ会館302号室
tel : 03-3292-6121  fax  : 03-3292-6122　e-mail  : office-japan@ywca.or.jp
詳細は日本ＹＷＣＡウェブサイトをご覧ください　www.ywca.or.jp/

■日　程：2013年8月22日（木）～26日（月）　4泊5日予定　　 ■開催地：ソウル
■会議テーマ：原発　　■事前学習会：7月6日（土）～7日（日）　於）東京
■定　員：17名　　■共　催：日本ＹＷＣＡ・韓国YWCA
■参加費： ３万円（日本での事前学習会宿泊費、韓国での宿泊費・食費、渡航費、海外旅行保険料、

プログラム費等含む）  ＊渡航費は財団法人日韓文化交流基金より助成されます。

日韓関係が政治的に厳しい状況にあり、また朝鮮半島の緊張が報じられています
が、こうした時期だからこそ市民が交流し、率直な意見交換をする意義が深いと
考えます。日本YWCAは、受け入れ先の韓国YWCAと緊密な連絡を取り合い、危
機管理に十分配慮しながら準備を進めています。

詳細　www.ywca.or.jp
 ご応募をお待ちしています!

2013 夏のプログラム　参加者募集中
ひろしまを考える旅　2013ご案内

被爆と被曝　～ひろしまで考える平和の根っこ～

日韓文化交流基金助成事業
日韓ユース・カンファレンス
2013
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国会の衆参両院には、多種多様な委員会が設置されています。
すべての委員会の審議を、誰でも傍聴する権利があります。そ
れらの委員会の1つである憲法審査会は、2007年の国民投票
法の成立を受けて設置され、憲法改正を具体的に進めていく
場と位置付けられています。どのような審議がなされているの
か、私たちの目で、耳で、足で、確かめましょう。

●審査会の日程は、開催からおよそ1週間前に確定します。

● 傍聴ご希望の方は、日本YWCA事務所にご連絡ください。
審査会の日程が決まった時点で、随時ご案内いたします。

● 衆議院は急ピッチに審議を進めており、ほぼ毎週木曜日、
午前９時～１２時に開催。参議院は不定期開催です。

　日本ＹＷＣＡは、2013年4月～ 7月まで、憲法を守り・
活かし・広めようという皆様からのメッセージと写真を
募集しています。写真とメッセージは、日本ＹＷＣＡの
フェイスブックに順次掲載していきます。

　写真とメッセージは、office-japan@ywca.or.jpへメー
ルでお送りいただくか、ご自身のフェイスブックアカウ
ントから、日本ＹＷＣＡのタイムラインへご投稿くださ
い。

憲法審査会を傍聴しよう 憲法アクションに
参加しよう

遠方からも意見を送ろう
参議院憲法審査会　意見受付

〒100-0014　東京都千代田区永田町1-11-16
参議院第二別館内 参議院憲法審査会事務局
03-5512-3925
http://www.kenpoushinsa.sangiin.go.jp/

衆議院憲法審査会　意見受付
〒100-8960　東京都千代田区永田町1-7-1
憲法審査会  「憲法のひろば」係
03-3581-5875
kenpou@shugiinjk.go.jp
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『本当は憲法より大切な
「日米地位協定入門」』

前泊博盛／編著
創元社／発行
1,500円+税

本の紹介

今年の夏も、子どもたちの保養
プログラムを全国各地のYWCA
で実施いたします。
一人でも多くの子どもの健康の
ために、いま、皆様のお力が必
要です。

口座番号 00170-7-23723
加入者名 公益財団法人日本YWCA
通信欄に
「東日本大震災被災者支援募金」
 とご記入ください。

東日本大震災被災者支援募金

子どもたちの
健康のために
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